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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第68期
第２四半期
連結累計期間

第69期
第２四半期
連結累計期間

第68期

会計期間
自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日

自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日

自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日

売上高 (千円) 3,500,706 3,545,622 6,908,460

経常利益 (千円) 301,216 247,628 569,598

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

(千円) 205,224 185,529 406,465

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 248,910 184,837 375,457

純資産額 (千円) 2,372,659 2,619,807 2,498,798

総資産額 (千円) 7,961,131 9,006,334 8,577,400

１株当たり四半期（当期）
純利益金額

(円) 16.14 14.60 31.98

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 29.8 29.1 29.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 384,809 82,606 746,875

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △66,851 △810,768 △145,587

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △387,957 630,156 △625,660

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,233,586 1,156,149 1,272,145
 

 

回次
第68期
第２四半期
連結会計期間

第69期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成27年７月１日
至 平成27年９月30日

自 平成28年７月１日
至 平成28年９月30日

１株当たり四半期純利益金額　 (円) 8.31 6.74
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３. 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 
２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府や日銀の経済政策の下で、企業業績に足踏みがみられる

ものの雇用情勢の改善、底堅い個人消費などにより緩やかな回復基調が続きました。世界経済は、米国経済は堅調

に推移したものの、中国経済がやや持ち直す中でアジア新興国の景気下振れや、欧州では英国のＥＵ離脱問題など

不安定な環境のもと先行きが不透明な状況が続いております。

このような状況の下、中核事業のひとつである医療機器事業は、主力のコンドームを取り巻く市場環境は依然厳

しい状況が続いております。もう一つの主力分野である精密機器事業は、製造関連企業を中心に顧客ニーズに対応

すべく積極的な製品開発と提案営業を推進してきました。

その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、35億４千５百万円と前年同四半期と比べ４千４百万円(1.3%)

の増加となりました。

利益面につきましては、営業利益は２億７千５百万円と前年同四半期と比べ４千８百万円(△15.1%)の減益、経常

利益は２億４千７百万円と前年同四半期と比べ５千３百万円(△17.8%)の減益となり、親会社株主に帰属する四半期

純利益は１億８千５百万円と前年同四半期と比べ１千９百万円(△9.6%)の減益となりました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。なお、セグメント損益は、営業利益又は営業損失に基づい

ております。

①　医療機器事業

　主力の国内コンドームは、販売チャネルとしての大型小売店・ドラッグストア・コンビニエンスストアを中心と

した販路開拓に加え、販促企画を含めたネット販売の強化と新規開拓を継続的に推進しました。また、安定的な生

産体制の構築にも継続的に取り組み、海外オファーの確実な取り込みを実現しました。この結果、引き続き海外向

け売上高が拡大しましたが、国内消費の減少、価格の二極化、新素材製品のシェア上昇により厳しい展開が続きま

した。また、季節性のある冷却商品につきましてはアイテム数を絞った影響もあり減収となりました。一方、プ

ローブカバー(感染予防製品)を中心としたメディカル製品については、市場の認知度も上がり引き続き堅調に推移

しました。

　この結果、売上高は、10億６千７百万円と前年同四半期と比べ７千５百万円(7.6%)の増加となりました。

　セグメント利益は、生産合理化を継続的に進め原価低減に努め増収効果もあり改善が見られましたが、一部在庫

の除却等もあり、２千９百万円(前年同四半期は６百万円の損失)となりました。

②　精密機器事業

　主力のショックアブソーバ及びロータリーダンパーは、国内市場では主要な市場として位置付けて開拓、深耕を

続けている住宅設備関連、自動車関連、家電の分野で堅調な受注が続きました。既に底を打った住宅設備関連の生

産調整等の影響があったものの計画通りの売上高を確保できました。また、海外市場では一部ユーザーの在庫調整

等の影響が残り売上は伸び悩みました。一方、産業用の分野は設備投資の回復が遅れ苦戦を強いられました。利益

面については、減収及び利益率の高い製品の販売比率低下、工場増築に関連した修繕費の計上等が利益圧迫要因と

なりました。 

　この結果、売上高は、21億５千８百万円と前年同四半期と比べ１千８百万円(△0.9%)の減少となりました。

　セグメント利益は、４億２千４百万円と前年同四半期と比べ６千万円(△12.5%)の減益となりました。
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③　ＳＰ事業

　主力のゴム風船が主体となる販促用品市場は景気が回復基調にある中、広告販促活動やイベントに復調の兆しが

見られました。しかし本格的な回復には至らず引き続き苦戦を強いられたものの、新企画商品の販売が開始され売

上及び利益に貢献しました。

　この結果、売上高は、２億５千４百万円と前年同四半期と比べ２千５百万円(11.2%)の増加となりました。

　セグメント利益は、１千３百万円と前年同四半期と比べ１千１百万円(493.7％)の増益となりました。

④　その他

　売上高は、６千４百万円と前年同四半期と比べ３千６百万円(△36.2%)の減少となりました。

　セグメント利益は、１千１百万円と前年同四半期と比べ１千１百万円(△49.7％)の減益となりました。

 

(2) 財政状態の分析

①資産、負債及び純資産の状況

当第２四半期連結会計期間の総資産は、90億６百万円となり、前連結会計年度末と比べ４億２千８百万円増加し

ました。主な増加要因は、建物及び構築物の７億１千３百万円であり、主な減少要因は、現金及び預金の１億１千

５百万円、その他（有形固定資産）の２億４千９百万円であります。

　負債総額は63億８千６百万円となり、前連結会計年度末と比べ３億７百万円増加しました。主な増加要因は、短

期借入金の１億５千万円、長期借入金の５億５千３百万円であり、主な減少要因は、未払法人税等の９千３百万

円、その他（流動負債）の４億１千５百万円であります。

　純資産総額は26億１千９百万円となり、前連結会計年度末と比べ１億２千１百万円増加しました。主な増加要因

は、利益剰余金の１億２千１百万円であります。この結果、自己資本比率は29.1％となりました。

②キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、11億５千６百万円と前年同

四半期連結累計期間と比べ７千７百万円の減少となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動により得られた資金は、前年同四半期連結累計期間と比べ３億２百万円減少し、８千２百万円となり

ました。

主な増加要因は税金等調整前四半期純利益の２億４千７百万円、減価償却費の１億３千万円であります。主な

減少要因はたな卸資産の増加６千８百万円、法人税等の支払額１億４千４百万円であります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動により支出した資金は、前年同四半期連結累計期間と比べ７億４千３百万円増加し、８億１千万円と

なりました。

主な減少要因は有形固定資産の取得による支出８億円であります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動により得られた資金は、６億３千万円（前年同四半期連結累計期間は３億８千７百万円の支出）とな

りました。

主な増加要因は長期借入れによる収入７億円であります。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

 

(4) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は、１億１千万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 30,000,000

計 30,000,000
 

 

② 【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成28年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成28年11月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 12,861,992 12,861,992
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード)

単元株式数は1,000株であり
ます。

計 12,861,992 12,861,992 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成28年９月30日 ― 12,861,992 ― 643,099 ― 248,362
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(6) 【大株主の状況】

平成28年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

岡　本　和　子 埼玉県春日部市 1,751 13.62

岡　本　昌　大 東京都豊島区 1,381 10.74

岡　本　和　大 埼玉県春日部市 1,264 9.83

岡　本　明　大 東京都荒川区 1,075 8.36

不二ラテックス共栄会 東京都千代田区神田錦町３－19－１ 561 4.36

㈱りそな銀行 大阪府大阪市中央区備後町２－２－１ 400 3.11

岡　本　正　敏 東京都港区 331 2.58

森　　　貴　義 東京都新宿区 300 2.33

㈱大木 東京都文京区音羽２－１－４ 275 2.14

オカモト㈱ 東京都文京区本郷３－27－12 268 2.08

計 ― 7,608 59.15
 

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成28年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

― ―
普通株式 156,000

完全議決権株式(その他)
普通株式

12,463,000
12,463 ―

単元未満株式
普通株式

242,992
― ―

発行済株式総数 12,861,992 ― ―

総株主の議決権 ― 12,463 ―
 

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株(議決権２個)含ま

れております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が64株含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成28年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
不二ラテックス株式会社

東京都千代田区神田錦町
３－19－１

156,000 ― 156,000 1.21

計 ― 156,000 ― 156,000 1.21
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成28年７月１日から平成

28年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成28年４月１日から平成28年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、仰星監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,619,545 1,503,549

  受取手形及び売掛金 1,930,900 1,928,244

  電子記録債権 51,360 87,196

  商品及び製品 350,774 399,919

  仕掛品 574,689 562,526

  原材料及び貯蔵品 576,907 608,252

  その他 125,930 120,767

  貸倒引当金 △2,184 △2,051

  流動資産合計 5,227,924 5,208,404

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 675,456 1,388,549

   土地 1,177,832 1,177,832

   その他（純額） 979,947 730,427

   有形固定資産合計 2,833,235 3,296,808

  無形固定資産 126,435 119,592

  投資その他の資産   

   その他 393,046 385,213

   貸倒引当金 △7,346 △6,670

   投資その他の資産合計 385,699 378,543

  固定資産合計 3,345,370 3,794,944

 繰延資産 4,105 2,985

 資産合計 8,577,400 9,006,334

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 1,131,813 1,177,584

  短期借入金 2,008,000 2,158,000

  1年内償還予定の社債 20,000 20,000

  1年内返済予定の長期借入金 200,000 246,660

  未払法人税等 148,333 55,140

  賞与引当金 121,291 117,634

  その他の引当金 - 5,245

  その他 840,365 425,195

  流動負債合計 4,469,803 4,205,460

 固定負債   

  社債 420,000 410,000

  長期借入金 400,000 953,340

  退職給付に係る負債 272,015 249,651

  その他 516,783 568,073

  固定負債合計 1,608,798 2,181,065

 負債合計 6,078,601 6,386,526
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 643,099 643,099

  資本剰余金 248,362 248,362

  利益剰余金 1,334,907 1,456,902

  自己株式 △33,118 △33,411

  株主資本合計 2,193,252 2,314,953

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 67,813 73,463

  土地再評価差額金 278,760 278,760

  為替換算調整勘定 17,576 2,348

  退職給付に係る調整累計額 △58,603 △49,718

  その他の包括利益累計額合計 305,546 304,854

 純資産合計 2,498,798 2,619,807

負債純資産合計 8,577,400 9,006,334
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

売上高 3,500,706 3,545,622

売上原価 2,545,496 2,606,473

売上総利益 955,209 939,149

販売費及び一般管理費 ※１  630,385 ※１  663,294

営業利益 324,823 275,855

営業外収益   

 受取利息 403 177

 受取配当金 3,673 3,556

 受取賃貸料 - 2,275

 その他 6,947 6,438

 営業外収益合計 11,025 12,448

営業外費用   

 支払利息 28,323 27,290

 賃貸費用 - 880

 為替差損 4,104 10,355

 その他 2,204 2,148

 営業外費用合計 34,632 40,674

経常利益 301,216 247,628

特別損失   

 固定資産除却損 571 366

 特別損失合計 571 366

税金等調整前四半期純利益 300,645 247,262

法人税、住民税及び事業税 64,234 43,421

法人税等調整額 31,186 18,311

法人税等合計 95,421 61,733

四半期純利益 205,224 185,529

親会社株主に帰属する四半期純利益 205,224 185,529
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

四半期純利益 205,224 185,529

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 37,434 5,649

 為替換算調整勘定 2,133 △15,227

 退職給付に係る調整額 3,716 8,885

 土地再評価差額金 401 -

 その他の包括利益合計 43,686 △691

四半期包括利益 248,910 184,837

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 248,910 184,837

 非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 300,645 247,262

 減価償却費 123,277 130,313

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △70 △808

 受取利息及び受取配当金 △4,077 △3,734

 受取保険金 △1,479 △57

 支払利息 28,323 27,290

 社債発行費償却 1,119 1,119

 有形固定資産除却損 571 366

 売上債権の増減額（△は増加） 17,925 △34,616

 たな卸資産の増減額（△は増加） 34,516 △68,773

 仕入債務の増減額（△は減少） △110,159 48,216

 賞与引当金の増減額（△は減少） △4,534 △3,657

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △11,515 △9,519

 その他の引当金の増減額（△は減少） 6,300 5,245

 その他 △20,230 △88,933

 小計 360,612 249,713

 利息及び配当金の受取額 4,077 3,734

 保険金の受取額 1,479 57

 利息の支払額 △28,323 △25,993

 法人税等の支払額 - △144,905

 法人税等の還付額 46,964 -

 営業活動によるキャッシュ・フロー 384,809 82,606

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △67,506 △800,602

 無形固定資産の取得による支出 △1,819 △11,802

 投資有価証券の取得による支出 △2,083 △2,331

 その他 4,558 3,968

 投資活動によるキャッシュ・フロー △66,851 △810,768

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） △242,000 150,000

 長期借入れによる収入 - 700,000

 長期借入金の返済による支出 △100,000 △100,000

 社債の償還による支出 △10,000 △10,000

 リース債務の返済による支出 △33,471 △46,288

 自己株式の取得による支出 △1,935 △293

 配当金の支払額 △550 △63,261

 財務活動によるキャッシュ・フロー △387,957 630,156

現金及び現金同等物に係る換算差額 2,245 △17,991

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △67,754 △115,996

現金及び現金同等物の期首残高 1,301,340 1,272,145

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１  1,233,586 ※１  1,156,149
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【注記事項】

(会計方針の変更)

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号　平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属

設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ2,330千円

増加しております。

 
(追加情報)

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用しております。

　

(四半期連結損益計算書関係)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

給料及び賞与 164,658千円 190,531千円

賞与引当金繰入額 35,321 〃 32,817 〃

退職給付費用 19,872 〃 13,915 〃
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次の

とおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

現金及び預金 1,580,986千円 1,503,549千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △347,400 〃 △347,400〃

現金及び現金同等物 1,233,586千円 1,156,149千円
 

 

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

当第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年５月16日
取締役会

普通株式 63,535 5.00 平成28年３月31日 平成28年６月29日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       (単位：千円)

 

報告セグメント
その他
(注) １

合計
調整額
(注) ２

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)３

医療機器
事業

精密機器
事業

ＳＰ事業 計

売上高         

　外部顧客への　
売上高

992,066 2,177,627 229,083 3,398,777 101,928 3,500,706 ― 3,500,706

　セグメント間　
の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ― ― ― ―

計 992,066 2,177,627 229,083 3,398,777 101,928 3,500,706 ― 3,500,706

セグメント利益又
は損失(△)

△6,178 485,564 2,306 481,692 23,255 504,948 △180,124 324,823
 

(注) １　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、食容器事業を含んでおります。

２　セグメント利益又は損失(△)の調整額△180,124千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であ

ります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３　セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。

　

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       (単位：千円)

 

報告セグメント
その他
(注) １

合計
調整額
(注) ２

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)３

医療機器
事業

精密機器
事業

ＳＰ事業 計

売上高         

　外部顧客への　
売上高

1,067,106 2,158,839 254,693 3,480,639 64,983 3,545,622 ― 3,545,622

　セグメント間　
の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ― ― ― ―

計 1,067,106 2,158,839 254,693 3,480,639 64,983 3,545,622 ― 3,545,622

セグメント利益 29,374 424,879 13,695 467,949 11,699 479,649 △203,794 275,855
 

(注) １　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、食容器事業を含んでおります。

２　セグメント利益の調整額△203,794千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社

費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。
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３．報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に伴い、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び

構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更したため、事業セグメントの減価償却の方法を同様に変更

しております。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の「医療機器事業」のセグメント利益が

154　千円増加し、「精密機器事業」のセグメント利益が2,043千円増加し、「ＳＰ事業」のセグメント利益が17

千円増加し、「その他」のセグメント利益が99千円増加しております。また、調整額に含まれる各報告セグメン

トに配分していない全社費用が15千円減少しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

 １株当たり四半期純利益金額 16円14銭 14円60銭

    (算定上の基礎)   

  親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 205,224 185,529

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

  普通株式に係る親会社株主に帰属する
　 四半期純利益金額(千円)

205,224 185,529

   普通株式の期中平均株式数(株) 12,711,404 12,706,792
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成28年11月11日

不二ラテックス株式会社

取 締 役 会　御中

 

仰星監査法人
 

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士　　山　　﨑　　清　　孝

 

 

業務執行社員  公認会計士　　竹　　村　　純　　也　　　
 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている不二ラテックス

株式会社の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成28年７月１日か

ら平成28年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成28年４月１日から平成28年９月30日まで)に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、不二ラテックス株式会社及び連結子会社の平成28年９月30日現在

の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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